
新入生代表のことば「誓いのことば」 

 

 あの満開だった桜の時期も過ぎ、心地よい新緑の季節となりました。先生方、

本日は私達新入生の為に、この様な立派な入学式を催していただき、誠にありが

とうございます。私達新入生３５９名は本日、憧れだった制服に袖を通し、伝統

ある川越女子高校の門をくぐりました。こうして今、入学式の日を迎えられたこ

とに大いなる喜びを感じております。 

 今日、このよき日を迎えることが出来たのは、自分ひとりの力ではなく、家族

をはじめ、多くの方々の協力があったからです。これまで支えて下さった方々に

感謝の気持ちを持ち、これからの高校生活を充実したものにしていきたいと思

います。 

 小学校・中学校の９年間の義務教育を終え、私達は自らの意思で川越女子高校

を選びました。これから先の人生を私達は自分で判断し、自分で選択していかな

ければなりません。そのために、日々の勉強に励み、部活動では心身を鍛えると

ともに、先輩方との交流を通して、社会性を学んでいきたいと思います。 

 しかし今年は、何と言っても新型コロナウィルスの話題を避ける訳にはいき

ません。ここにいる新入生は皆同じであると思いますが、高校受験が終わり、入

学が決まって、中学校３年間で一番ホッとする時期に、いきなりの休校。楽しみ

だった行事の中止、卒業式まで簡素化されてしまい、友達との別れが突然きてし

まいました。寂しい思いをした人がたくさんいると思います。 

 ですが、私達は負けません。この苦難により、学ぶことや友人と接することな

ど、当たり前なことへの喜びを再認識することができたと思います。今日から始

まる川越女子高校での３年間を仲間と苦楽を共にすることで、一生の友と出会

えると私は信じています。３年後の春には全員が笑顔で卒業できるように、教育

目標である「人格の陶冶」の精神をもって、日々精進してまいりたいと思います。 

 最後になりますが、校長先生をはじめ諸先生方、未熟な私達ですが、温かいご

指導をよろしくお願いいたします。私達新入生一同は、これまで川越女子高校の

伝統と歴史を築いてきた先輩方に恥じることのないよう、１つ１つの行動に責

任と誇りを持ち、自立した高校生活を送ることを誓います。 
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